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取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

被害が限定的であったことから、通常業務と並行し被災者対応業務を実施することと
なった。
避難所対応や被害家屋の対応など各所属が連携して災害対応に当たった。

市内で発生した土砂災害で被災された市民に対し対応を実施した所属。

複数の世帯に家屋被害が発生し、長期間にわたり避難生活や仮住まいを行うことと
なった市民に対し、本市が実施すべき被災者支援を各所属が連携し対応に当たっ
た。

被害が一つの地域での限定的であったことや市外への避難世帯もあったことから、
情報提供のための専用ホームページを作成。
生活必需品である家電洗濯機、冷蔵庫や、シャワールームを早い段階で提供す
ることができた。
避難所となった図書会館では、避難者の希望や暮らしに対して寄り添った対応を実
施。
避難所の夜間勤務を職員が交代で担当する体制をつくり実施した。

総務部

参事

杉浦 弘和

令和6年6月28日発生の辻町土砂災害への対応

推薦者

経営企画部：広報広聴課 総務部：防災安全課
財務部：課税課 地域活力創生部：環境保全課、清掃リレーセンター
福祉部・子育て健康部：福祉政策課、健康課、保健師・精神保健福祉士
建設部：土木課、管理課、事業計画課、みどり公園課、花のまちづくりセンター
都市整備部：建築課、住宅課 教育部：教育総務課、教育指導課
生涯学習部：生涯学習課、図書館、スポーツ振興課 消防本部：消防署

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 (災害対応業務 

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

具体的な対応

【広報広聴課】専用ホームページの作成、記者会見の開催、報道資料の

作成

【防災安全課】対策本部の運営、総合調整、住民説明会の開催

【課税課】家屋の被害認定調査、罹災証明の発行

【環境保全課・清掃リレーセンター】災害ごみの無料受け入れ

【福祉政策課】見舞金の給付

【保健師・精神保健福祉士】被災者の健康チェック・健康相談、

避難所の衛生管理

【健康課】冷蔵庫の提供

【土木課】被害現場確認、立ち入り禁止区域設定

【管理課】被害現場確認

【事業計画課】被害現場確認

【みどり公園課】山麓公園ふれあいセンター浴場の提供

【花のまちづくりセンター】冷蔵庫の提供

【建築課】建物応急危険度判定、被害現場確認

【住宅課】市営住宅の提供

【教育総務課・教育指導課】児童生徒のカウンセリング、学校での洗濯

【生涯学習部全課】避難所図書会館の開設運営

【消防署】通報に対する対応、立ち入り禁止区域設定、退避措置、避難へ

の案内
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職名

氏名
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地域コミュニティ推進課

課長

藤川 幸史

標題 まちの人たちと一緒に造る！耕作放棄地を活用した生駒産クラフトビールの製造

表彰
対象者

所属

職名

氏名

地域コミュニティ推進課

主幹

和田 真人

推薦者

取組概要

2021年、市内の耕作放棄地を活用し、まちの人たちと一緒に、ビールの原料となる
ホップの栽培を開始。2023年、そのホップを活用した生駒産クラフトビールを製造。
2024年、一般社団法人非営利徹底型法人を設立し、しっかりとした仕組みを作るべ
く、クラウドファンディングに挑戦。目標金額に対して達成率81.5%の支援を受け、継続
性ある事業として今後さらなる展開を目指している。

取組効果
生駒産の農産物やホップを使用したクラフトビールづくりをまちの人と一緒に行うこと
で、耕作放棄地対策やシビックプライドの醸成等の地域課題を共に考えるきっかけと
なり、打開していく一助となる。

創意・工夫
した点

住民の方々と、耕作放棄地の整備やホップの栽培管理、飲みにケーションなどを通じ
て強固な信頼関係を作り、その関係性を活かして次なる活動に繋げている。

推薦理由

本取組は、「ビールを手段としていろんな人が集まり、笑顔になる場を作りたい」との想
いから、人と人のつながりを大切にし、地域活性化に貢献するものである。
本市は、市民との協働によるまちづくりを推進しており、副業として地域貢献活動に参
加することを推奨している。地域を巻き込んだクラフトビール製造は、この趣旨を体現
した活動であり、生駒市職員として地域活動の模範となることから推薦する。

その他
参考事項

 その他

項目 内容 取組を表す図や表、写真、成果物など

該当事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献

生駒産クラフトビール

まちの人たちと一緒に

耕作放棄地を活用し栽培したホップ





業績表彰応募用紙(団体)

所属
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表彰対象
団体名 総務部 人権施策課 男女共同参画プラザ 推薦者

総務部 人権施策課

課長

後藤 裕子

標題 帝塚山大学とのコラボから始まった「ジェンダー平等」発信が、小学生5年生の自由研究作品に！

評価事業種別 発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （ ）

取組を表す図や表、写真、成果物など

取組概要

全国的に実施される啓発週間「男女共同参画週間（6/23-6/29）」や「女性に対する暴
力をなくす運動11/12-25」において、本市では、帝塚山大学法学部末吉ゼミとのコラ
ボによる「ジェンダーギャップを考えるカルタ」展、カプセルトイでの記念品配布、ジェン
ダーカルタ大会、また文学部学生によるDV防止関連図書の紹介カードの展示など若
年層視点での発信に取り組みました。

取組効果

ジェンダー平等やDV防止という若年層にとっても関わりの少ないテーマについて、小
学生から大学生までの幅広い層が学び、考えた作品を発表していただくことにより、効
果的に啓発することができた。カルタ大会に参加した市内小学生の千葉陽葵(ひまり)
さんは夏休みの自由研究として学校でも発表された。
また、県内全自治体が同様のイベントを実施する中、本市の取組がメディアに取り上
げられた。

創意・工夫
した点

小学生から大学生までの若い世代自身が学び、その成果を形にして発信者となって
もらったこと

推薦理由
講座や毎年実施の啓発週間を単発の事業とせずに、継続的なつながりのある事業と
して実施し、たくさんの人を巻き込めたため

その他
参考事項

項目 内容





業績表彰応募用紙(団体)

所属

職名

氏名

□ ■ ■ □ □ □評価事業種別

取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

・失敗や批判を恐れずに自由な発想で、遊び心も取り入れた企画の実現につなげた。
・市内の様々な事業者の皆様から総額約25万円を超える協賛品の提供をいただくなど、
「稼ぐ力」を大いに発揮した。
・職員がそれぞれの得意分野や強みをうまく生かして役割を分担しながら、チーム一丸と
なってリニューアルの各取組の成功につなげられた。

・フォトブースでは風船や花を飾ったパネルの設置も予定していたが、当日は強風のため安
全に配慮し見送りとした。しかし、その装飾を会場の看板わきに移し写真撮影できるように
するなど、課員が協力しあいながら臨機応変に対応できた。
・会場では「UDトーク」による音声の字幕提供スクリーンに表示も実施。県内では他に例
のない取組であり、県内の要約筆記関係者が見学に訪れた。

「二十歳のつどい」がより参加者の皆さんの思い出に残る行事となるよう、「二十歳のつど
い運営委員」7名と一緒にアイデアを出し合いながら、様々なリニューアルを行った。
・「案内状」について「飛行機の搭乗券」風のデザインに刷新
・記念行事では、市内の企業や店舗等の協賛による「大抽選会」を初めて開催
・会場外でも友人同士で写真を撮れる「フォトブース」も初めて企画設置

・親しみやすい雰囲気の案内状となり、対象者の方々やご家族の関心も大いに高まった。
・「大抽選会」は市内の事業者の方々から70個以上の賞品を協賛いただき、賞品の発表や
抽選結果に大きな歓声が上がるなど大変盛り上がった。
・フォトブースには多くの参加者が集まり写真撮影を楽しんでいただき、広い場所に誘導で
きたことで会場たけまるホール周辺の混雑も和らいだ。

・「二十歳のつどい運営委員」の募集について、中学校からの推薦をやめたすべて公募と
したことで、人数は少なくなったものの自由な発想でリニューアルに向けたアイデアを出
し合うことができた。
・案内状や掲示物のデザイン作成は無償のツールを使ったほか、必要な物も既存の備品や
消耗品を活用して自分たちで作成することにより、できるだけ費用を抑えた。

生涯学習課

課長

井川 啓一郎

「二十歳のつどい」 若者と一緒に取り組んだ大幅リニューアル！

推薦者生涯学習部 生涯学習課 青少年係

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （ ）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

【案内状のリニューアル】

案内状を一新。「飛行塔」のイラストも背景に入れるなど遊び心満載のデザイン

となり、当日は965人参加率７９．７５％…過去最高が参加し、ライブ配信のリア

ルタイム視聴者数はのべ2,000人を超えるなど、大きな反響があった。

【「大抽選会」の開催、「フォトブース」の企画設置】

参加者誰もが楽しめる内容として、初の「大抽選会」を実施。24社もの事業者の
協賛をいただき、会場は大盛り上がり。

「フォトブース」にも近隣の花店から生花や飾りを提供いただき、これらの事業者

やお店と二十歳の若者たちの新たな「つながり」を生むきっかけとなった。
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取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

図書館で託児サービスを行う場合、一般的に託児事業者等に委託していることが多い
ですが、生駒市のように図書館独自で地域住民の方々のボランティアによる託児サー
ビスを行っていることは珍しく、読書推進・子育て支援・地域のネットワーク作りと相乗
効果を生んでいるため。

保護者の方が図書館で読書を楽しむ間、ボランティアが別室で子どもを預かる託児
サービス。ボランティアは子育て支援ボランティア養成講座の修了生で構成。託児を通
して、保護者、そして親子の読書の楽しみをサポートするもの。令和4年度から図書館
本館・北分館・南分館にて、令和5年度から鹿ノ台ふれあいホール図書室にて実施。

日々忙しい子育て世代に読書できる時間を提供。それにより家庭内の読書環境が改
善され、親子での読書や子どもの読書へつながっていくことが期待されます。また、ボ
ランティアは図書館近くの住民の方であるため、地域による子育て支援が実現します。
保護者からは落ち着いて本が読めた、ほっとする自分の時間が持てた、ボランティアか
らは子どもから元気をもらえた、子育てのサポートができて嬉しいという声が多いです。

安心して利用してもらえるよう、ボランティアは子育て支援ボランティア養成講座の修了
生です。地域の子育てネットワークを形成するため、託児ボランティアが地域住民の方
であることに重きをおきました。託児を通して保護者の方とボランティアの間に自然なコ
ミュニケーションが生まれ、地域に気心の知れた大人がいる安心感や信頼感につなが
ります。

生涯学習部 図書館南分館

館長

中川 公子

読書中、図書館でお子さん預かります！～図書館託児事業こあら～

推薦者生涯学習部 図書館

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他 （ ）

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

こども

あずかる

らいぶらり

図書館カウンターにある「こあら」申込み状況の掲示板

託児中の様子 一緒におもちゃで遊んだり、絵本を読んだり…

２６
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取組概要

取組効果

創意・工夫
した点

表彰対象
団体名

標題

推薦理由

その他
参考事項

項目

読書というものは孤独な活動で、人のつながりを作るのは難しいですが、ビブリオバト
ルという書評ゲームを用いて、当市を中心とした全国のネットワークが形成されまし
た。また、全国を相手に大規模な事業を年にわたって継続開催しました。

全国で活動するビブリオバトル団体を対象にビブリオバトルの大会を開催。平成年
から継続的に毎年開催し今回で周年を迎えます。また、毎月回の定例会も継続し
て開催しています。
ビブリオバトルとは…お気に入りの本を持ち寄り、分間で紹介し、どの本が一番読み
たくなったかを投票によって決める書評ゲーム。年京都大学から始まり、全国の
図書館、書店、カフェのほか、小学校～大学でも開催されています。
「めざせ生駒！」全国を対象にした読書推進を実現。
「目指せ生駒」という形でビブリオバトル活動を展開している団体が増えてきており、
ビブリオバトルを通して全国的なネットワークができました。その理由として、単発の事
業ではなく、継続して開催してきたからこそ全国各地のビブリオバトル団体と信頼関係
が構築できたことがあげられます。市内はもちろんのこと広く全国規模での読書推進と
なりました。
・毎回有名作家や出版社関係者などを招聘。
第10回森見登美彦、第9回凪良ゆう、第8回穂村弘、第7回瀬尾まいこ、第6回三島邦
弘…
・生駒のお土産市を開催し、市内商店や商工会議所と連携。
・毎月、ビブリオバトル定例会を定期的に開催することによる、市民との協働のつなが
りづくり

図書館

館長

西野 貴子

「ビブリオバトル全国大会inいこま」が周年を迎えました

推薦者生駒ビブリオ倶楽部・生駒市図書館

発信・表彰 市民協創 チャレンジ 災害支援・善行 地域貢献 その他  

取組を表す図や表、写真、成果物など内容

第回全国大会ポスター

奈良で開催することと、バトルのイ

メージを融合したデザインで、全国

に周知。

第回全国大会 決勝の様子

第回全国大会 予選の様子

コロナ禍においてもオンラインを駆使して

開催。






